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検索道新りんご

　災害時に必要となる生活・通信・安
全情報を網羅した地域特化型防災マッ
プ『平岸地区防災マップ』が完成しま
した。この防災マップは、FMアップル・
メガネのオプトン・道新りんご新聞が
製作協力し、平岸まちづくり協議会が
発行しています。

　
　平岸地区町内会連合会を通して平岸
地区の住民に配布されるほか、平岸ま
ちづくりセンター、ＦＭアップル、平岸
地区の金融機関と郵便局などでも配布
されています。
　また、道新りんご新聞
のホームページ内の平岸
地区防災マップ＆防災情
報のページからもダウン
ロードできます。

■災害時に必要とされる情報を
　これまで札幌市では、地震防災マッ
プや洪水ハザードマップを作成してき

ました。しかしこれらのハザードマッ
プは、災害の危険性については示して
も、災害時に必要な情報が載っている
わけではありません。
　そこで、平岸地区防災マップでは災
害時に必要とされる情報として、『生活』
『通信』『安全』に関わる情報を集約し
ました。
　生活情報は、災害時に必要とされる
物資を入手できる場所として、スー
パー・コンビニ・ガソリンスタンド・
給水拠点・災害対応自動販売機を掲載。
通信情報としては、公衆電話・携帯電
話充電スポット。安全情報としては、
安全の確保に繋がる避難所・公園・公
的機関と、命に関わる情報として病院・
AED設置場所・ドラッグストア・防災
資機材倉庫を掲載しています。

■“地域力” をフル活用
　平岸地区防災マップは、地域力をフ
ル活用して作られました。熊本地震直
後に平岸まちづくり協議会が、防災マッ
プの作成を検討。道新りんご新聞は、
防災マップのコンセプトと掲載情報を
策定。メガネのオプトンがマップを作
成し、FMアップルが関係機関の調整や
実務的な作業を担当しました。
　さらに、FMアップルと道新りんご新
聞はそれぞれの媒体で防災マップを宣
伝することで、地域での啓発活動に取
り組んでいます。地域住民が企画し、
地域企業がそれぞれの得意分野を活か
して協力してできた地産地消の防災
マップになっています。

■情報の備蓄
　熊本地震では、被災直後から多くの
人が「避難所 +地域名」で検索しまし
た（検索データから見る熊本地震より）。
しかし、いくら検索してもネット上に

情報が存在しなければ災害時に情報を
行き渡らせることはできません。
　そこで、平岸まちづくり協議会によ
る平岸地区防災マップの作成と並行し
て、道新りんご新聞では “情報の備蓄”
を目指して地域の防災情報を集約した
『平岸地区防災マップ＆防災情報』の
ページを作成しました。
　このページでは防災マップのダウン
ロードができるほか、マップに載せき
れなかった防災情報（Wi-Fi スポット、
電源カフェ、入浴施設、ホームセンター
など）を多数掲載しています。
　また、平岸地区防災マップに掲載し
ている情報をより詳しく掘り下げて解
説しています。例えば、スーパー・病
院などの生活情報は、住所・電話番号・
営業時間・ホームページを掲載。その
他にも、防災マップに載せている防災
資機材倉庫や AEDといった馴染みの薄
い用語について使い方などを写真付き
で解説しています。

　
　平岸に暮らすすべての人のスマート
フォンやパソコンにこのページをブッ
クマークしてもらい、災害時に備えて
いただければ幸いです。

※平岸地区防災マップの掲載範囲は、
平岸地区町内会を中心とした白石藻岩
通から北海高校にかけてになります。
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災害時に役立つ情報を集約
平岸地区防災マップ

平岸地区防災マップ（一部分）

平岸地区防災マップ
＆防災情報 QR コード

防災資機材倉庫についての解説ページ

ホームページで平岸のニュースを毎日配信中！

■住所／札幌市豊平区平岸３条５丁目

■TEL ／０１１－８１５－７００５

■営業日時／月～金 １０時～１６時

地域交流サロンぴらけしは
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FMRadio Station

豊平の皆さんと友に地域の安全・安心・活性化を目指し

さまざまな情報を発信するコミュニティラジオ局です。

豊平区平岸のスタジオから、お役立ち情報や地域に密着した話題を

盛り込んだ豊富な情報を個性あふれるパーソナリティが毎日お送り

しています。
１みんなが自由に出入りできます

２美味しいコーヒーが飲める☆

３地域の情報満載 !

４レンタルスペースとしても利用

　できる！

５色々なイベントも開催



　道新りんご新聞は、平岸の生活・歴史・
防災情報を通じて地域の文化の発展と
安全な暮らしに貢献することを目的と
して、昨年創刊いたしました。
　この度は、平岸まちづくり協議会と
協力して「平岸地区防災マップ」を作
成いたしました。今後も、地域の皆様
とともに豊かで暮らしやすい平岸を作
るべく努力してまいります。
　さてこの度、道新りんご新聞と北海
道新聞は「北海道新聞　お客様紹介キャ
ンペーン」を実施することとしました。
　北海道新聞の新規購読者を紹介して
いただいた方には「道内産ななつぼし
５㌔」を 2 袋プレゼント。紹介された
方にも５００円分の図書カードを差し
上げます。
　道新りんご新聞は今後ますます地域
に密着して情報をお届けいたします。
今後とも末永くご愛読いただけますよ
う宜しくお願い申し上げます。

◆実施期間　　 2017 年 2月 1日（水）
～ 2月 28日（火）まで
◆申込対象
・石狩、後志、胆振、日高、空知（一
部地域を除く）各管内に在住の方
・2017 年 3 月 1 日までに購読を開始
できる方で、６カ月以上購読される方
◆お申し込み先
・お電話で申し込む
北海道新聞社販売局☎011-210-5701
までお申し込みください（受付時間：
平日１０時～１７時）。
・FAXで申し込む
下段の記入欄に必要事項を記入のうえ、
011-251-9082 までお送りください。
・スマートフォンから申し込む
ＱＲコードを読み取って
サイト内の案内に従って
お手続きしてください。
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－南北線の秘密－

道新りんご新聞では広告を募集中です

お問い合わせは、☎0120-128-348
北海道新聞永田販売所まで
◆発行部数：約 11,000 部
◆料金：月額 5,000 円（税抜）

～広告募集中！！～

　東西線・東豊線の車両にあって、
南北線の車両にはないものがありま
す。パンタグラフです。
　南北線は１９７２年に開催された
札幌オリンピックに間に合わせるた
め、短い工期で建設しなければなり
ませんでした。
　そのため、南平岸－真駒内間は定
山渓鉄道の廃線跡を再利用し、高架
シェルターを建設。トンネルの断面
積を小さくするため、架線方式では
なく、走行用レールに並行した第三
軌条方式を採用することになったた
め、南北線の車両だけパンタグラフ
がないのです。

　札幌市交通局は１月１２日、市交通
局高速電車南車両基地（真駒内東町２）
で「大人の工場見学～南車両基地編」
を行いました。１８人が参加し、普段
見ることのできない地下鉄の車両基地
を見学しました。
　これまで主に学校や町内会向けに工
場見学が行われていましたが、車両ご
とに４年に１回実施する「年検査」の
タイミングと重なったため、より深く
地下鉄の魅力を知ってもらいたいと初
めて大人向けに行われました。
　台車や制御装置などを点検するため
の年検査では、２０トンの車両が大型
クレーンで持ち上げられ、車両と台車
が分離されると、参加者らは夢中になっ
てカメラを向けました。
　南車両基地には、洗車やタイヤ交換
など作業用途に応じた２３本の線路が

設置されており、それぞれのラインで
の作業の様子を見学。最後に、車両基
地構内の乗車体験と運転席の試乗が行
われました。
　参加者からは、「クレーンでの吊り上
げを間近で見れたのは貴重な体験」「い
つも見るだけだった運転席に座れてう
れしい」などの喜びの声が上がってい
ました。

地下鉄車両基地に大人が熱中

平岸まちづくりセンター前で行われた点灯式

　アイスキャンドルを灯して、冬のまち
を彩るイベント「まちの灯り」が、平岸
まちづくりセンターで行われました。平
岸中央商店街振興組合と平岸地区町内会
連合会の共催で、１月２７日１６時から
もちつき大会、１７時から点灯式が行わ
れました。平岸まちづくりセンターと向
かいのＫＫＲ病院の敷地にはアイスキャ
ンドルが並び、参加した子供たちを楽し
ませました。南平岸地区では、２月３日
に平岸小学校前で行われます。

まちの灯り

クレーンでの車両の吊り上げを見学する参加者

お客様ご紹介キャンペーン実施中
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